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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・WIZにて8月における個人情報漏洩防止の巡視結果を掲示している為、各自確認すること。

・疾患別診療計画書、経過録について、次回締め切り10/7(金）。
　疾患別診療計画書は新書式へ変更し、利用者様からのサインが必要となるため計画的に作成し提出できるようにすること。
・学術について、9/14(水)に各チーム小嶋SGMへ進捗状況を伝えること。

・9/13(火)11：00より竹洞総子様、体施設見学の予定となっている。

＜利用者様情報＞

デイケア
・齋藤　良宏　様～8:00頃長男妻様より電話があり、体調不良でしばらく休むとのこと。詳細を尋ねると、腸閉塞により嘔吐し、その時に吐物を飲み込んでしまい誤燕性肺炎をおこし、現在市民病院集中治療室に入院しているとのこと。
・鈴木　惇浩　様～9/9(金)19：00頃本人より架電があり、9/13(火)に来所すると報告している。仕事の状況について尋ねると、仕事の内容は問題ないが精神的に辛いと話している。詳細について本人から話すことはなく、以前デイケアの利用を開始した頃、環境の変化から身体不調をきたしたことがある為、その時の状態と現在の状態の振り返りを実施。自身のペースに合わせて仕事を行えるように、職場の上司やスタッフに休養したいことを伝えるよう、アドバイスしている。次回来所した際に仕事の詳細を伺い、安定した調子で仕事を継続して行えるよう関わっていく。

デイナイトケア
・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供がある。昨日、食事当番で、配膳の際に「ちょっとフラフラする」と話しており、無理せずに座っているよう声掛けすると応じている。食事を全量摂取し、少し休むと「もう大丈夫だよ、昨日よりはだいぶいいから」と話しており、血圧測定すると182/105㎜Hg、再検172/102㎜Hgと高値で経過しており、頭痛等は無いとの情報提供がある。本日、上記訴えは聞かれず、通常通りプログラムに参加している。今後も様子を観察し、体調に注意していく。

・吉田　キクエ様～青風荘より情報提供がある。昨日、泌尿器科で処方された薬が9/12(月)で無くなる為、排尿状況を尋ねると「もう、大丈夫。病院も行かなくていい」と笑顔で話している。また、症状が悪化した場合スタッフに伝えるよう声掛けすると笑顔で頷いているとの情報提供がある。今後、来所した際には、排尿状況について訴えがあった際には、傾聴していき、必要であれば泌尿器科の再受診を促していく。

＜グループホーム利用者様　情報交換＞
・田中　一　　様～9/13(火)住所変更の手続きをスタッフ同伴で行う予定。
・下妻　康貴　様～9/10(土)9/11(日)に村上元道様と友人の中村様の3人で青森に旅行に行ったとのこと。
・関　秀治　　様～9/6(火)咳があり、鹿内内科を受診。37.7℃あったが、その後36℃台に解熱している。栄養ドリンクを飲むなど自分なりに対処していたとのこと。

・村上　元道　様～グループホームの新聞代を、来月以降払わないと話している。うみねこ幸房での就労態度が良くないと施設のスタッフより話がある。以前より自身の気分等で早退や欠勤があったが、最近では欠勤の際に電話等無く、また掛けても繋がらないといったこともあるとのこと。9/14(水)に関係機関を交え面談を実施する予定。
・中村　茂　　様～大雨警報があった際に、グループホーム「あおみ」にて1泊している。自身の部屋は大雨の影響はなく、妹様にも状況を報告している。
・坂本　健治　様～「柿の木苑」の利用日を増やしたいと話している。担当医からは許可が出ており、本日柿の木苑のスタッフに相談する予定であるとのこと。9/10(土)より膝が痛む為、9/13(火)に整形外科受診する予定。
・藤村　翔　　様～本日16：00よりモニタリング実施。

＜青明舎利用者様　情報交換＞

・竹洞　総子　様～青明舎を見学している。今後の利用は何度か体験利用してから決めるとのこと。
・高柳　和子　様～9/7(水)定期訪問実施。何もする気にならずあまり外出していないとのこと。台風接近時は不安になったと話している。昨日オンコールがあり「複雑骨折した所がエアロビをしていた時に痛くなったことがあった、寝返りや強く押すと痛む」とのこと。月曜日に病院に受診すること、暖かくして休むことを伝えている。
・我満　望　　様～過呼吸になることがあるとのこと。その時にソラナックスを服用すると良くなっていると話している。デイケアのプログラムで太極舞に興味があるとのこと。半年後に母様と別のアパートに住む予定であると話しており、自室はきちんと片付けされている。

・我満　奈津紀様～八戸赤十字病院婦人科を受診してきたとのこと。睡眠状況に関して、前回問診時に処方された睡眠剤のおかげでぐっすり眠れているとのこと。半年後、ペット要相談のアパートに移る予定だと話している。

・東海林　康之様～夜眠ることが出来ているが、眠気や冴えなさがあると話しており、本人の表情もさえない様子が窺える。週5～6日ほど働いており、以前の職場と仕事内容が同じである為、順調であるとのこと。金銭のやりくりも問題なく行うことが出来ていると話している。

・青木　紀子　様～特に変わりはないと話している。兄様より電話があり、父様に癌の転移が見つかり、延命治療を行っているとのこと。父様に会うのが辛いが掃除に行くことにしていると話している。時折朝早くに目が覚めてしまうとのことで、スタッフに相談し不安を解消するよう提案している。自宅ではコーラを飲まないようにしていると話し、しばらく下痢が続いたことがあり、コーラが原因ではないかと考えているとのこと。
・大久保　恒夫様～昨日オンコールがあり、明日市役所に行くと話している。理由について尋ねると、デイケアで苛められていることについて障害福祉課に相談するとのこと。特定のスタッフの名を挙げ、黒幕だと話し、そのスタッフと特定の利用者様が話している内容からそう思ったと話している。
＜外来情報＞

・田中　一　　様～就労継続支援B型について、住所変更の手続き終了後に考えていくとのこと。

・若松　健一　様～睡眠状況を尋ねると眠れているとのこと。血圧は123/78mmHgとなっている。

＜事例検討会＞

カンファレンスシート（駒木　洋士様）　

実施日：H28年9月12日（月）13：30～14：00

担当チーム：戸賀沢・慶長

参加者：佐々木・慶長・藤田・馬場・岩澤・戸賀沢
検討内容　目標・計画の見直し

	氏名
	駒木　洋士様
	性別
	男
	年齢
	63
	生年月日
	S28.3.2

	主病名
	統合失調感情障害
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	現在の生活を継続。

	本人希望
	病状悪化せず、アパート生活を維持する。

	家族希望
	同上

	入院歴
	計3回（最終：H22年9月2日 ～H26年3月19日）

	通所歴
	1回目

· 前回：　年　月　日～　年　月　日

· 今回：H22年10月25日～現在　　　（週3回/月･水･曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護ステーション｢五福｣　1回/週(火)

地域活動支援ｾﾝﾀｰ｢青明舎｣　1回/週(金)と（木）の調理教室）

	住居：アパート暮らし
	家族構成

同胞3名第3子次男として出生。

S50年頃結婚し､2子(1男1女)をもうける｡

	利用制度


	精神障害者保健福祉手帳2級
	障害基礎年金2級
	生活保護受給中、自立支援医療



	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず、アパート生活を維持する。
	①服薬を継続し、病状悪化予防する。
	①服薬を欠かさずに行う。
	①残した薬包とノートを一緒に確認する。怠薬や自己調整をしている際は、内服の必要性や、自己調整のリスクについて再度説明をする。

	
	②気分変動がないよう、作業に没頭しすぎないようにする。
	②気分の高揚さ、疲労感を感じた時は作業活動を控える。（終了時間を決める）
	②病状変化（気分高揚、多弁、多動、浪費、眼光の鋭さ）の有無を観察し、気分の高揚がある際は、自分で気付くことができるように変化について声をかけていく。

	
	③身体状態に応じた活動できるようになる。
	③自己の身体状態を把握し、対処法で困ったときは相談出来るようになる。
	③腰痛の有無や程度を確認し、腰痛が強い場合は運動を控えたり、強度を調整するように声をかける。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①服薬を欠かさずに行う。
	・服薬ノート持参しており、忘薬・自己調整することなく、服薬継続している。

・睡眠は8時間とのことで十分に取れているとのことであるが、日中の眠気はないと話している。また、就床前薬が結構きつく服用後はわりと早く寝てしまうとのこと。
	訪問看護に最近忘れ物が多いことを情報提供し、情報共有し、周りでフォロー出来るよう関わっていく。

	②気分の高揚さ、疲労感を感じた時は作業活動を控える。（終了時間を決める）。
	・気分の高揚さ、多弁さはみられていないが、体幹が右に傾き強く、声掛け要している。他者交流は穏やか。

・デイケアの作業療法では、自主活動に続き決まったメンバーでトランプをし、（水）のSSTの時間になると入浴に行くことが多い。

・自宅では、テレビを見たり読書したりして過ごしていることが多いと話している。
	入浴時間とトランプの時間調整を一緒に考え、以前は参加していたSSTへの促しを行っていく。また、症状が悪化すると、昔の仕事の話をする、寝ずに活動し続ける、話が噛みあわなくなる等のサインが出る為、注意して見ていく。

	③自己の身体状態を把握し、対処法で困ったときは相談出来るようになる
	・体幹が右に傾き強く、声掛け要している。

・腰痛については、最近は、1回/2週間整形外科に通院し理学療法士と会話してきているとのこと。

・重い物や多くの荷物を抱えて長時間歩くことはないとのこと。

・運動療法ではエアロビクスは筋トレとストレッチに参加し、8月末から太極舞に参加している。ラジオ体操は自分の出来る範囲で取り組んでいる。
	運動療法を無理のない範囲で取り組み続けていけるように観察し、助言していく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず、アパート生活を維持する。
	①服薬を継続し、病状悪化予防する。
	①服薬を欠かさずに行う。
	①残した薬包とノートを一緒に確認する。怠薬や自己調整をしている際は、内服の必要性や、自己調整のリスクについて再度説明をする。

	
	②気分変動がないよう、作業に没頭しすぎないようにする。
	②気分の高揚さ、疲労感を感じた時は作業活動を控える。（終了時間を決める）
	②病状変化（気分高揚、多弁、多動、浪費、眼光の鋭さ）の有無を観察し、気分の高揚がある際は、自分で気付くことができるように変化について声をかけていく。



	
	③身体状態に応じた活動できるようになる。
	③自己の身体状態を把握し、対処法で困ったときは相談出来るようになる。
	③腰痛の有無や程度を確認し、腰痛が強い場合は運動を控えたり、強度を調整するように声をかける。


